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　毎月、第一学区コミセンに地域の高齢者が集まっ
て食事をする会食交流会を開催していましたが、新
型コロナウイルス感染予防のため現在は開催を休止
しています。第一学区コミュニティ振興会では、会
食交流会に代わって自宅にお弁当を届けることとし、
合わせて地域の高齢者の見守り活動を続けています。
　この日は民生委員・児童委員さんやボランティア
の方総勢23名が、配食を希望する地域の高齢者の
自宅へ62食分のお弁当を届けました。お弁当を受
け取った方は、「いつも声をかけてもらってありが
たい。顔を見ることができてほっとした。」と笑顔

でお話しされていました。
　同振興会では、民生委員・児童委員さんの協力の
もと、今後も当面の間、お弁当をお届けする予定で
す。地域の高齢者を孤
立させない見守り活動
を続けていくために、
全国的な取り組みであ
る感染拡大を予防する
ための「新しい生活様
式」の実践活動を模索
中です。

第一学区コミュニティ振興会（社会福祉活動委員会）の見守り活動第一学区コミュニティ振興会（社会福祉活動委員会）の見守り活動

おいしいお弁当を自宅に
� お届けしました。

今日はお弁当届け
�ながら顔見に
����来たよ～

ありがとう～！
��早くコロナ収まって
����会食会できると
�������良いの～



活動再開! 地域交流の場活動再開! 地域交流の場
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ぶ
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。
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。
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催
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催
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、
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が
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地
域
の
た
め
の
取
り
組
み
は
続
き
ま
す
。

井岡月曜会

しっかり距離をとって体操

金山しあわせ会

保健師さんからの健康講話

なでしこ神南サロン会

みんなで真剣に脳トレ

布目サロン

みんなでいきいき百歳体操

　各地域における閉じこもりや孤立防止を目的に開催されているサロン活動等、地域交流については、
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、中止を余儀なくされる状況が続いていました。
　山形県では5月14日に緊急事態宣言が解除され、6月に入ってからは、感染予防に気を配りなが
ら、少しずつサロン活動を再開しています。



（単位：円）

3,227,350,491円

収入
3,193,247,300円

合  計 合  計
支出

介護保険事業収入
1,957,533,460

老人福祉事業収入 12,001,100

その他の収入
 　　15,215,586

会費収入 21,594,830
寄附金収入 2,815,236

経常経費補助金収入 71,127,497
受託金収入 43,908,115

貸付事業収入 2,679,300
事業収入 10,130,553

負担金収入 210,000

人件費支出
2,416,041,240

児童福祉事業収入
270,766,157

基金・積立資産取崩収入 81,125,521
施設整備等収入11,130,529

障害福祉サービス等事業収入
368,341,082
就労支援事業収入
14,128,656
保育事業収入
343,990,233

借入金利息補助金収入
235,165

受取利息配当金収入
417,471

支払利息支出 389,367

固定資産取得支出 25,445,904
設備資金借入金元金償還支出 8,900,000

負担金支出 1,364,500
助成金支出 15,068,812
共同募金配分金事業費 3,444,000
貸付事業支出 2,972,000
利用者負担軽減額 5,907,753
就労支援事業支出 14,361,141
事務費支出 344,196,208

事業費支出 301,462,215

ファイナンス・リース債務の
返済支出 37,286,695

その他の支出 11,962,521

基金・積立資産等支出
4,444,944

　地域の福祉を取り巻く状況は、地域課題、生活課題が多様化、深刻化しており、地域の福祉力への期待はますます
高まっている中で、本協議会は「地域福祉の推進を図ることを目的とする団体」として、個別支援（見守り、生活困窮、
ひきこもり、高齢者・障がい者・児童に対する虐待）と地域づくりに継続して取り組みました。また、社会福祉法人
として円滑で強固な組織運営と組織体制の強化に一層努め、特に、国から示された働き方改革への対応については、
情報収集を進めながら計画的に取り組みました。並びに、介護職員の特定処遇改善加算についての改善要件の精査と
検討を行いました。
　平成 31（令和元）年度に発生した「山形県沖地震」や「台風 19号」の被災地への災害支援の経験をふまえ、市社
協としての地域支援や個別支援など災害時の支援のあり方について検討を進めました。

地域福祉事業
　地域福祉活動計画「おだがいさまのまちづくり計画 2015」に基づいた取組を進め、特に、地域福祉
を進める新たな仕組みづくり、また、個別支援と地域づくりを進めるための体制強化に努めました。

生活支援事業
　生活課題を抱える方や生活困窮の方への対応について、関係機関と連携を図りながら支援に努めまし
た。また、新たな生活支援サービスの検討を進めるとともに、就労支援の基盤整備を図りました。

高齢者福祉事業・障がい者福祉事業
　「第二期事業経営計画」に盛り込まれた取組を計画的に実施し、高齢者、障がい者サービスの充実、
安定した事業経営に努めました。また、施設などにおける業務改善や地域貢献、サービス向上などの取
組活動の発表会を実施し、働きがいのある職場づくりを進めました。 

児童福祉事業
　「発展・強化計画（第 2 期）」に基づいた取組を進め、地域における子どもの健全育成を視点に、保育
園、児童館、学童保育所及び放課後児童クラブそれぞれの運営の更なる充実に努めました。また、保育
園において、新たに病児保育事業（体調不良児対応型）を開始しました。

平成31（令和元）年度 事業報告と決算報告

3

決
　
算



この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

おだがいさま
第89号
令和2年8月1日発行
発行部数　48,800部

編集・発行
社会福祉法人 鶴岡市社会福祉協議会
鶴岡市泉町5番30号（にこ❤ふる２階）
TEL 0235-24-0053  FAX 0235-23-9110
ホームページ http://www.shk01.jp/

鶴岡福祉センター� TEL�24-0053
藤島福祉センター� TEL�64-3100
羽黒福祉センター� TEL�62-4534
櫛引福祉センター� TEL�57-5300
朝日福祉センター� TEL�53-2795
温海福祉センター� TEL�43-2114
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情報掲示板

★一般社会福祉事業へ
◎鶴岡福祉センターへ（児童福祉事業へ）
・国際ソロプチミスト鶴岡 様� 100,000円
・佐藤　久一 様� サッカーボール 15個
◎羽黒福祉センターへ
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
◎櫛引福祉センターへ
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
★地域福祉センターなえづへ
・阿部　崇 様� マスク50枚入り 1箱
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・新宮　進 様� 30,000円
・佐藤　俊一 様� 紙おむつ20枚入 3袋
� 尿取りパット30枚入 2袋
★とようら老人デイサービスセンターへ
・㈱ツルハホールディングス 様� 車椅子 1台
★もみじが丘へ
・阿部　崇 様� マスク50枚入り 1箱
・イオンリテール㈱ イオンモール三川店 様�
� 商品券 22,900円分

★くしびき保育園へ
・㈱ENEOSウイング 様
� 不織布マスク100枚入 1箱
★くしびき東部保育園へ
・㈱ENEOSウイング 様
� 不織布マスク100枚入 1箱
★くしびき西部保育園へ
・㈱ENEOSウイング 様
� 不織布マスク100枚入 1箱
★くしびき南部保育園へ
・㈱ENEOSウイング 様
� 不織布マスク100枚入 1箱
★大山放課後児童クラブへ
・（公社）鶴岡青年会議所 様
� 消毒液・除菌シート・薬用石鹸・

手指用消毒ジェル 計6点
★鶴岡西部放課後児童クラブへ
・（公社）鶴岡青年会議所 様
� 消毒液・除菌シート・薬用石鹸・

手指用消毒ジェル 計7点

★第一学区学童保育所へ
・（公社）鶴岡青年会議所 様
� 消毒液・除菌シート・薬用石鹸・

手指用消毒ジェル 計7点
・㈱よつ葉 様� 手作りマスク 30枚
・渡辺　美枝 様� 不織布マスク30枚入 1箱、

不織布マスク7枚入 2袋
★第二学区学童保育所へ
・（公社）鶴岡青年会議所 様
� �消毒液・除菌シート・薬用石鹸・

手指用消毒ジェル 計7点
★第四学区学童保育所へ
・（公社）鶴岡青年会議所 様
� 消毒液・除菌シート・薬用石鹸・

手指用消毒ジェル 計7点
★フードバンク・子ども食堂へ
・㈲すがわら製麺 様� めんつゆ 240本
・川名　隆宏 様� カップ麺 24個
★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
・阿部　崇 様� マスク50枚入り 2箱
・マックスバリュ東北㈱ 様� 商品券 116,400円分

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和2年5月2日から令和2年6月26日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

安心カードをご存知ですか?安心カードをご存知ですか?
　安心カードとは、救急搬送などの緊急時に、救
急車の救急隊員や関係者がスムーズに対応できる
ようにするため、かかりつけ医や緊急連絡先など
の情報を記入するカードです。ひとり暮らし高齢
者や、見守りなどの支援が必要と認められる世帯
の自宅に設置されます。安心カードは利用者の安
心を確保でき、実際に救急時には有効に活用され
た事例があります。
　安心カードの設置活動は民生委員・児童委員や
福祉協力員、関係機関の協力のもと、学区・地区
社会福祉協議会・福祉センターが実施しています。
安心カードをお持ちの方は、定期的な情報更新の
ご協力をよろしくお願いします。 ※写真は一例です。お住いの地域によって様式は異なります。

本 人 情 報 

氏  名
ふ り が な

  性 別 男 ・ 女 

生年月日 明治・大正・昭和・平成      年     月     日 

住  所 

鶴岡市 

 

            電話（    ）   －       

 

医 療 情 報 

かかりつけの 
病院・医院 

 診療科： 

 診療科： 

 診療科： 

身体の状況 

【高 血 圧】 ☐有  ☐無 （その他、身体の状況で伝えたい事項があれば記入してください） 

【心 臓 病】 ☐有  ☐無 

【喘  息】 ☐有  ☐無 

【糖 尿 病】 ☐有  ☐無 

【人工透析】 ☐有  ☐無 

常用している薬 常用している薬があれば、薬局から発行される「調剤明細書」を入れてください。 
 

緊 急 連 絡 先 
氏   名 本人との関係 電話番号 住   所 

  
 

 
 

  
 

 
 

 

その他伝えたいこと 
※日頃頼りにしている人の名前や利用施

設など、何かあればご記入ください。 
 

 
自らの生命や利益を守るため、この情報が次の目的において使用されることに同意します。（同意事項に☑） 
□迅速な救急対応につなげる目的で、実施主体が作成する安心カード設置者名簿（本人の氏名・住所・電話番号・世帯状況）を、鶴岡市

消防本部、鶴岡市社会福祉協議会、○○○に提供することに同意します。 

□自ら救急搬送要請できない等の緊急事態に備え、本人が緊急連絡先から同意を得た上で、実施主体と○○○○が本人情報と緊急連絡先

を情報保管することを認め、自宅で倒れているなどの危険性が予測される際には緊急対応のために使用します。 

     年   月   日   氏 名：                

（代筆者：           ※口頭確認した方） 

（様式第１号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※カードの情報は、変更がないか年１回確認しましょう。 
記入日 

（確認日） 
年    月   日 ← 鉛筆で記入してください。 

 

 
○○社会福祉協議会 

 

 
 

急病等の緊急時に備え、必要とされる情報を記入するカードです。 
 
安心カードは、自宅の○○○○○に設置し、駆けつけた救急隊員や関

係者が速やかな救援につなげるため使用します。 
 
○○○○が、対象となる方にお声かけしながら「記入」や「変更の確

認（年１回）」をお手伝いしています。 

　例年10月に開催される「福祉のつどい」は、新型
コロナウイルス感染拡大防止とご来場者の健康面及
び安全面を考慮した結果、今年度の開催を中止させ
ていただきます。
　なお、福祉功労者の表彰式については年内に行う
予定です。

令和2年度「福祉のつどい」について
　山形県社会福祉協議会生活福祉資金総合支援資金・
緊急小口資金（特例貸付）及び鶴岡市が実施する緊
急小口資金拡充支援資金貸付の申込受付期間が9月
30日まで延長されました。
　ご相談・お問合せはお住いの福祉センター（下記
参照）まで。

生活福祉資金、緊急小口資金拡充支援資金貸付


